
えっ、ぼくが !?　－阿山支所振興課－

　「PCR 検査の結果、陽性と判明しました。」保健
所から私に電話がありました。私は新型コロナウイ
ルスに感染したのです。今年の１月のことでした。  
陽性と聞いた時、「やってしまった。」と瞬時に思っ
たことを覚えています。阿山支所は職員全員の
PCR 検査と消毒のため、急きょ一日閉鎖すること
になりました。
　同僚をはじめ、他の人を感染させてしまったので
はないかという思いから、次第に私はコロナの感染
を拡大させる「加害者」という意識になり、「自分
は加害者だから何を言われても仕方ない」「差別も
受け入れなければならない」という気持ちが生まれ
ました。本当に自分の身体のことなどは後回しで、
何も考えられませんでした。
　そんなときです。親しい友人が心配して電話をく
れ、心境を吐露したところ、「病気の人に、加害者

も被害者もないやろ。」と返してくれました。
　この言葉が、どれだけ気持ちを楽にしてくれたこ
とか。結果的に他に感染した人がいなかったことも
幸いしました。今日まで差別を受けず、多くの人に
励ましや支援をいただいたことに、私は恵まれてい
ると感じています。
　しかし、感染をきっかけに誹謗中傷を受ける、排
除されるなどのコロナ差別で苦しんでいる人がいる
ことも事実です。私自身、住んでいる地域では、コ
ロナ感染経験者であることをいまだに口に出せてい
ません。感染したことに罪悪感を持ち、差別や偏見
を恐れてしまうのが現実なのです。だからこそ、経
験した私が伝えなければこの状況は変えられないと
の思いから、このコラムを書いています。ワクチン
接種が進むとともに、コロナ差別がなくなり、やさ
しい世の中が戻ってくることが私の願いです。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9684　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

 

近
代
伊
賀
の
銀
行
再
編

　
近
年
は
全
国
各
地
で
地
方
銀
行
の
再
編

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
銀
行
再

編
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
行
わ
れ
て
き
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
背
景
に
は
、
少
な
か

ら
ず
各
時
代
の
社
会
情
勢
や
経
済
の
変
動

が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
明
治
５
（
１
８
７
２
）
年

の
国
立
銀
行
条
例
に
基
づ
き
、
第
一
か
ら

第
百
五
十
三
ま
で
の
国
立
銀
行
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
今
も
見
か
け
る
漢
数
字

の
付
く
銀
行
名
は
、
こ
の
国
立
銀
行
に

由
来
し
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
明
治
26

（
１
８
９
３
）年
に
銀
行
条
例
が
施
行
さ
れ
、

地
方
に
も
多
く
の
銀
行
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
伊
賀
で
は
、
上
野
町
を
は
じ
め
、
阿
保

や
玉
瀧
、
山
田
の
各
村
に
銀
行
が
開
業
し

ま
す
。
し
か
し
、
誕
生
間
も
な
い
銀
行
を

戦
後
恐
慌
が
襲
い
ま
し
た
。
明
治
30
年
代

の
日
本
は
、
日
清
戦
争
の
反
動
に
よ
る
不

況
の
中
に
あ
り
、
小
規
模
な
銀
行
が
ド
ミ

ノ
式
に
破
綻
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
政
府

は
、
銀
行
の
統
合
を
促
進
し
ま
す
。

　
明
治
40（
１
９
０
７
）年
に
伊
賀
貯
蓄・

阿
保･

上
野
実
業
の
３
行
が
合
併
し
、
伊

賀
上
野
銀
行
（
上
野
町
東
町
）
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
同
年
に
は
第
八
十
三
国
立
銀

行
の
系
譜
を
ひ
く
第
八
十
三
上
野
銀
行

が
、
伊
賀
商
業
銀
行
を
買
収
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
開
業
か
ら
大
正
期
を
通
じ
て

独
立
経
営
を
保
っ
た
玉
瀧
・
伊
山
の
２
行
も

ま
た
、
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
が
金
融
恐

慌
と
し
て
噴
出
し
た
昭
和
２
（
１
９
２
７
）

年
、
合
併
へ
と
踏
み
切
り
、
明
治
期
に
伊

賀
で
誕
生
し
た
銀
行
の
大
半
が
、
再
編
を

経
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
玉
瀧
・
伊
山
の
両
行
が
合

併
し
て
誕
生
し
た
伊
賀
農
商
銀
行
の
建
物

は
、
当
時
で
は
モ
ダ
ン
な
西
洋
建
築
と
し

て
、
大
衆
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
文
化
財
課
歴
史
資
料
係　
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▲伊賀農商銀行（上野町新町）

開業年 銀行名（所在地）

明治11年 第八十三国立銀行　　　　　
（上野町中町）

明治29年

伊賀貯蓄銀行　　　　　　　　　
（上野町鍛冶町）
伊賀商業銀行　　　　　　　　
（上野町中町）
阿保銀行（阿保村）

明治30年
玉瀧銀行（玉瀧村）
伊山銀行（山田村）

明治32年 上野実業銀行　　　　　　　　
（上野町農人町）

明治期に誕生した主な銀行

【
問
い
合
わ
せ
】

○
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
20
・
９
２
７
２　
℻  
20
・
２
５
７
５　

sakura@
city.iga.lg.jp

○
青
山
支
所
振
興
課　
☎
52
・
１
１
１
２　
℻  
52
・
２
１
７
４

○
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
☎
53
・
１
１
２
０

◆
金
属
類

　
45
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
透
明
ま
た
は
白
色

半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

（
傘
を
除
く
）。
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
、

戸
別
収
集
か
直
接
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
充
電
式
の
小
型
家
電

製
品
は
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
収

集
ボ
ッ
ク
ス
へ
製
品
ご
と
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
投
入
口
か
ら
入
ら
な
い
も
の
は
、
戸

別
収
集
を
利
用
す
る
か
、
さ
く
ら
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
刃
物
類
は
、
作
業
員
が
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
、
缶
の
容
器
に
入
れ
る
か
、
厚
紙

な
ど
に
包
み
「
キ
ケ
ン
」
と
表
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
使

い
切
っ
て
穴
を
空

け
、
ラ
イ
タ
ー
も
使

い
切
っ
て
「
埋
立
ご

み
」
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
バ
ン
ド
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
で
も
器
（
入
れ
物
）
で
な
い

た
め
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
は
な

く
、「
可
燃
ご
み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
汚
れ
た
も
の（
弁
当
殻・マ
ヨ
ネ
ー

ズ
・
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
）
も
可
燃
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
食
べ
残
し
た
も

の
が
付
着
し
て
い
る
と
、
そ
の
汚
れ
や
臭

い
が
他
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
日
、
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
日
、
汚
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
可
燃
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
青
山
地
区
の
人
は
、
青
山
支
所
振
興
課

ま
た
は
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

菜
の
花
（
ナ
タ
ネ
）
を
栽
培
し
ま
せ
ん
か

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
農
林
振
興
課

　
☎
22
・
９
７
１
３　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nourin@
city.iga.lg.jp

　
市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
実

践
と
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ

し
、
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
生
ま
れ
た
伊
賀
産
菜
種
油
に
「
七な

の

花は
な

」
と
名
前
を
つ
け
て
地
域
の
特
産
物
と

し
て
い
ま
す
。

　
菜
の
花
の
栽
培
面
積
を
拡
大
し
、
遊
休

農
地
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、
希
望
者
に

菜
の
花
の
種
子
を
配
布
し
ま
す
。

　
菜
の
花
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　
地
域
内
に
資
源
循
環
の
輪
を
創
る
こ

と
で
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
活
動

で
す
。

①
菜
の
花
を
栽
培
す
る
。（
美
し
い
農

村
風
景
を
作
る
）

②
菜
種
油
を
生
産
す
る
。（
地
産
地
消
、

地
域
の
特
産
物
）

③
使
い
終
わ
っ
た
油
（
廃
食
油
）
を
原

料
に
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

を
製
造
す
る
。

④
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
農
業
機

械
な
ど
に
利
用
し
て
、
菜
の
花
を
栽

培
す
る
。

【
申
込
方
法
】

　
「
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
秋
播
き

ナ
タ
ネ
配
布
申
請
書
」
に
播
種
予
定
ほ
場

の
地
名
・
地
番
・
面
積
を
記
入
し
、
位
置

図
を
添
付
し
て
、
持
参
ま
た
は
郵
送
。

【
申
込
期
間
】

　
９
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

トピックス

トピックス

栽培暦
８月 ６月

収穫
▲ ▲ ▲

（開花）
▼

追肥① 追肥②

（越冬）

土づくり 種まき
▲ ▲

（発芽）
▼ ▼

９月 10月 11月～１月 ５月４月３月２月

ご
み
の
出
し
方
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（上野町中町）
阿保銀行（阿保村）

明治30年
玉瀧銀行（玉瀧村）
伊山銀行（山田村）

明治32年 上野実業銀行　　　　　　　　
（上野町農人町）

明治期に誕生した主な銀行

【
問
い
合
わ
せ
】

○
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
20
・
９
２
７
２　
℻  
20
・
２
５
７
５　

sakura@
city.iga.lg.jp

○
青
山
支
所
振
興
課　
☎
52
・
１
１
１
２　
℻  
52
・
２
１
７
４

○
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
☎
53
・
１
１
２
０

◆
金
属
類

　
45
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
透
明
ま
た
は
白
色

半
透
明
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い

（
傘
を
除
く
）。
袋
に
入
ら
な
い
も
の
は
、

戸
別
収
集
か
直
接
さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
や
モ
バ
イ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
の
充
電
式
の
小
型
家
電

製
品
は
、
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
収

集
ボ
ッ
ク
ス
へ
製
品
ご
と
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
投
入
口
か
ら
入
ら
な
い
も
の
は
、
戸

別
収
集
を
利
用
す
る
か
、
さ
く
ら
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
刃
物
類
は
、
作
業
員
が
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
、
缶
の
容
器
に
入
れ
る
か
、
厚
紙

な
ど
に
包
み
「
キ
ケ
ン
」
と
表
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
使

い
切
っ
て
穴
を
空

け
、
ラ
イ
タ
ー
も
使

い
切
っ
て
「
埋
立
ご

み
」
の
日
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
バ
ン
ド
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
で
も
器
（
入
れ
物
）
で
な
い

た
め
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
は
な

く
、「
可
燃
ご
み
」
の
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
汚
れ
た
も
の（
弁
当
殻・マ
ヨ
ネ
ー

ズ
・
ケ
チ
ャ
ッ
プ
な
ど
）
も
可
燃
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
食
べ
残
し
た
も

の
が
付
着
し
て
い
る
と
、
そ
の
汚
れ
や
臭

い
が
他
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
日
、
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
日
、
汚
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
は
、
可
燃
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
青
山
地
区
の
人
は
、
青
山
支
所
振
興
課

ま
た
は
伊
賀
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
く
ら
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

菜
の
花
（
ナ
タ
ネ
）
を
栽
培
し
ま
せ
ん
か

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
農
林
振
興
課

　
☎
22
・
９
７
１
３　
℻  
22
・
９
７
１
５　

nourin@
city.iga.lg.jp

　
市
で
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
実

践
と
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ

し
、
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
生
ま
れ
た
伊
賀
産
菜
種
油
に
「
七な

の

花は
な

」
と
名
前
を
つ
け
て
地
域
の
特
産
物
と

し
て
い
ま
す
。

　
菜
の
花
の
栽
培
面
積
を
拡
大
し
、
遊
休

農
地
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、
希
望
者
に

菜
の
花
の
種
子
を
配
布
し
ま
す
。

　
菜
の
花
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〜
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　
地
域
内
に
資
源
循
環
の
輪
を
創
る
こ

と
で
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
す
活
動

で
す
。

①
菜
の
花
を
栽
培
す
る
。（
美
し
い
農

村
風
景
を
作
る
）

②
菜
種
油
を
生
産
す
る
。（
地
産
地
消
、

地
域
の
特
産
物
）

③
使
い
終
わ
っ
た
油
（
廃
食
油
）
を
原

料
に
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

を
製
造
す
る
。

④
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
農
業
機

械
な
ど
に
利
用
し
て
、
菜
の
花
を
栽

培
す
る
。

【
申
込
方
法
】

　
「
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
秋
播
き

ナ
タ
ネ
配
布
申
請
書
」
に
播
種
予
定
ほ
場

の
地
名
・
地
番
・
面
積
を
記
入
し
、
位
置

図
を
添
付
し
て
、
持
参
ま
た
は
郵
送
。

【
申
込
期
間
】

　
９
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

トピックス

トピックス

栽培暦
８月 ６月

収穫
▲ ▲ ▲

（開花）
▼

追肥① 追肥②

（越冬）

土づくり 種まき
▲ ▲

（発芽）
▼ ▼

９月 10月 11月～１月 ５月４月３月２月

ご
み
の
出
し
方
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